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れる教派が 存在一性論（the unity of being, waḥdt al-wujūd）の強い影響を受けているこ
とが解明された。存在一性論はイブン・アラビー(1165-1240)やジャーミーなどのイスラー












































































ム商人をひきつけている(Simpfendorfer 2009, 松本ますみ 2010, Matsumoto and Shimbo 
2011). 一般的に、これらの中阿学校の学費は非常に低廉で、無料のところもある。(松本ま




























 陝西の胡登洲 (？~1597) が「十三本経」を経堂の教育カリキュラムとして制定したとい
われる（趙燦 1714 ( 1989))。胡登洲の時代以前に「十三本経」のカリキュラムが存在した
とも考えられるが、彼の弟子たちが師匠を権威付けるために胡登洲を祖とした説には頷け




1.Sarf mu’kzzî zanjānî ‘awāmil miṣbā ḥ   (Arabic Grammar ) 『米蘇巴哈』アラビア語の
初級者向け文法書 
2. Ḍū al-miṣbāḥ『遭五·米蘇巴哈』，(Glitters of the flames for the introduction of 
grammatical theory) , アラビア語の中級文法書と注釈書 著者は Abu al-FatḥNāsir 
al-Maṭrazî 
3.Malā『满俩』. 別名 Sharh Kafiya『舍勒哈·卡菲耶』 アラビア語の文法解説書著者は
Abd al-Rahman al-Jāmî 
4.Buyān『白亜尼』，アラビア語修辞学の教科書 著者は Sa’ad al-Dîn. 
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5. Shar ḥ al-wiqāya『舍莱哈·威嘎耶』，ナサフィー法学の解説書 著者は Mahmūd   
6.Jalālîn『哲俩莱尼』，二人のジャラールによるクルアーンのアラビア語による注釈書 著
者は Jalāl al-Dîn al-Ma ḥalî 、注釈は Jamāl al-Dîn al-Suyūtî   
7. Tafsîr al-Qādî 著者は‘Abd allā ibn ‘umar . Tafsîr al-Nasafî と同じ。  Tafsîr al- 
Kashshāf と関連あり。アラビア語の文法構造についての説明書。 
8. Al-‘aqā’id al-Nasafîyyah『阿嘎依德』 イスラーム神学、タウヒード理論についてアラ




1. Khuṭb『虎托布』， 40 のハディースのペルシャ語で書かれた注釈書 Zayd ibn Rifā’ah’
の本にしたがって Ibn Wad’ ān が書いた書。  
2.Arba’în『艾爾白欧』，著者は Husām al-Dîn ibn ‘alā al-Dîn al-Nawjabādî. 50のハディ
ースについてペルシャ語で書かれた注釈書。真実在に到達するための人間の道の重要性に
ついて強調する書. 
3.Golestān 『古力斯坦』，真実在である神への愛を歌うペルシャ語詩 著者は Sa’ad ibn abd 
allāh al-Shîrāzî. 




5.Ḥosein, 『侯赛尼』Ḥusayn がペルシャ語で書いたクルアーンの注釈書. 





















耿郎 1999、2002、2003、2006、2007、2009、2012, Murata 2000, 2009, 佐藤 2008, , 馬 






















うことになる(松本ますみ 2000)。  
イスラームと中華という二つの大文明の対話の結果であるとして「漢キターブ」は近年
は研究者に高く評価されている(Murata Sachiko, Tu Weiming 2003, Zvi-Ben Dor Benite 










彼が雲南から北京に派遣された官僚であったことは非常に示唆的である。   
他方、さまざまな門宦もまた 18 世紀に中国西北部にもたらされ、しばしば老教との間で
軋轢を起こした。門宦とは、いわゆるスーフィー教団（タリーカ）, 神秘的な力をもつと信








た。門宦はまた前掲の Mîrsad al-Ibad を阿訇養成のために使ったが、聖人の家に生まれた
ものがこのテキストを使うことはほとんどなかった。 
 






























































































                                                   
2 アフマド・ファドリー Ahmad Fadli と日本との関係については、Roussillon (2005)参照の
























































































いハディース、 “Ḥubb al waṭan min al-îmān” 、すなわち「国を愛することは信仰の一部」



























                                                   























 4-2-3 ペルシャ語排除の開始 
 
改革派が守旧派の大きな反対を受けながらも 1920 年代から 30 年代にかけて行ったのは、
次のようなことであった。すなわち、経堂の教育改革、特にペルシャ語学習時間を減らす
ことであった(丁士仁 2006, 趙秋蒂 2012）。効率、結果、啓蒙、個人と社会の進歩という概
念がなだれを打って入り込んできた。それはまた、中国のムスリム社会にもまた、帝国主
義の浸食や政治的混乱の只中に自分たちがいる、という自己認識、さらには国民統合とい

































語の学びを放棄すべきということでないのだが (常徳回教補助会 1925)。 
 
ペルシャ語のカリキュラムは 1920 年代から 30 年代には改革派の学校ではすたれていっ
た。有名な成達師範学校では、済南に設立当初の 1927 年には週に 3 コマペルシャ語の時間
があった。ところが、北平に移転し、1936 年には１コマも教えられなくなった(馬松亭 1936). 
西北では 1934 年に回民のための省立師範学校では 2 コマのアラビア語クラス、4 コマの漢
語クラスがあったが、ペルシャ語は皆無であった。その後、さらなる漢語クラスの拡充が





てどのように対抗して回答をしていくべきなのか、という問題も 19 世紀末から 20 世紀初
のムスリムを悩ませた問題であった。キリスト教宣教師は対ムスリム宣教も行い、アラビ
ア語の聖書までもちこみ「イスラームの存在自体の誤り」を説いていた (China Inland 



















である(Matsumoto 2005).  
日本も改宗大陸浪人を中国に送り、1920 年代には上海でイスラーム雑誌を発刊してイスラ
ームの発展を援助する、という奇策を弄した。日本の陸軍のイスラーム工作を忖度した行






















5．三つの荘 ： ペルシャ語学習が生きている村 
 



















訇は、1930 年に経堂で学びはじめ（満 11 歳）、いくつかの清真寺の経堂を放浪した。すべ





































































と見なされた (坂本 ed., 2008, 外務省外交文書 1938)。タタール人ムスリムが満洲国に保護
を求めて日本と協力関係にあった、ということのこの文脈から理解できる。  





















































                                                   
8 「各国ニ於ケル宗教及布教関係雑件 回教関係」 第二巻３ 中国 分割２ JACAR 
Ref.B04012550500 外務省外交史料館「本邦ニ於ケル宗教布教関係雑件 回教関係 第二
巻分割 4（1-2-1-0-007）」p.65, JACAR Ref. B04012533700, June 17, 1942 
























































らであった(2010 年 9 月 7 日、済南における松本のインタビュー）。彼は次のように続けた。 
 
日本の天津の機関（茂川？）は天津の李阿訇と緊密な関係にあった。李阿訇のきょうだ












                                                   

































































ーンと 1966 年からの文化大革命が直撃し、根絶やしにした。この学統の 20 年にも及ぶ断
絶によって、伝統的教授法は大混乱に陥り、ペルシャ語がわかる阿訇はほぼ消滅したか、
二度と宗教界に顔を表さなくなった。例外が河北、天津の三つの荘である。天穆村では、
イランのテレビクルーが清真寺にやってきて、Ashi’ah al -Lama’at がここでまだ学ばれて






















































に」『戦時期日本のラマ教・回教工作』会議資料 於：東京理科大学,12 月 1 日. 
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